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名市大 とともに46年 －Y氏の生理学的半生 －













1.学 部 生 時代
以前の医学部進学課程制度の名残で、当時の医学部カ
リキュラムでは1、2年 次は医進課程と呼ばれており、






























器の製作か ら始めた。Y氏 には以前から半田付 けなどの
電気工作の趣味があり、先輩の長谷川泰洋先生(神 経の
電気生理学)指 導の下、試行錯誤 してようや く測定器を
完成させ、微小電極による骨格筋細胞の膜電位測定を開



























めの2年 間は今で言 う初期研修で、Y氏は実験室でな く
病院で毎日を過ごした。3年 目になり、他の研修医がお









に対象を切 り替えてようや く博士論文3)を仕上 げ、Y氏
は医学博士となった。ちなみに、門脈平滑筋は心筋のよ
うに自動性を持ち、律動性の興奮収縮を行 う血管である。
















4.第 一 生理 学教 室助 手 時代
生理学教室に戻 ってからY氏は、中途半端になってい
たラット門脈の研究を本格的に再開 し、その結果を論文





























しいため購入 したのであるが、限 られた研究費で購入 し
た国産装置の精度は低 く、折角よい細胞ができてもなか
なかきれいな記録を得るまでには至 らなかった。
5.ア メ リカ 留 学 時 代
パ ッチク ランプ法 に悪戦苦 闘の毎 日を送 っていたY氏
の元 にアメ リカ留学 の話 が持 ち込 まれ、心機一転、Y氏
はニュー ヨークへ旅立 った。1985年のこと、Y氏 は34歳
にな っていた。留学先 はニュー ヨーク州立大学 ダウ ンス
テー ト・メディカルセ ンターの薬理学教室で、ニュー ヨー
ク市 に5つ ある行政区(borough)のうちの ブル ック リ
ン区中央 に位置 していた。同 じブル ック リン区の海沿い、
ニ ュー ヨーク市内 とは思えな いほどの どかな場所 に部屋
を借 り、Y氏 と妻、二人 の息子 の2年 間のニ ュー ヨーク
生活がス ター トした。
研究室 はY氏 を含 めて4人だ けの こぢんま り した もの
で、 ボスの カオ(C.Y.Kao)教授 は上海生 まれの移民
であ り、神経の膜電位固定実験 によってふ ぐ毒の ナ トリ
ウムチ ャネル阻害作用な どを研究 して いた。 カオ教授 は
平滑筋の電気生理学 にも手を拡げ、そち らはや はり上海
か ら来た女性 のフー(S.L.Hu)博士 にパ ッチ クラ ンプ
法を使 った研究を させよ うと していたが、良い単一細胞
標本が採れず、 まだ成果が得 られていなか った。
日本でパ ッチ クラ ンプ法を試みていた とはいえ、膜電
位固定法 に精通 していなか ったY氏 に対 し、 カオ教 授 は
膜電位固定法の基礎を身 につ けさせ るべ く、二重蔗 糖隔
絶法によ る膜電位固定実験でモルモ ット盲腸紐の膜電流
を記録す るよ うに勧めた。 この方法 にはきわめて微妙な
液体の流れの調節が必要で、 きれいなカル シウム電流が
記録で きるまで に半年 の時間がかか ったが、Y氏 に は良
い経験であ った。 この実験 と並行 して、 日本で使 ってい
た方法を用いてモルモ ット盲腸紐平滑筋の単一細胞標本
を作成 し、満足で きる標本が出来 るようにな った。ちな
みにカオ教授 も実験装置 は自分で作 って しまう人物で、
研究室に は工作機械や電子部品が揃 っていた。
1986年の7月 にカナ ダのバ ンフで平滑筋関連の シ ンポ
ジウムが あ り、Y氏 は家族 そろってバ ンフまで 自動 車で
行 くことに した。往路 はラシュモ ア山やイ エロース トー
ン国立公園を訪ねなが ら11日か けてバ ンフまで到着 し、
帰 りは少 しとば して8日 でN.Y.まで帰 りつ いた。全 走
行距離 は1万 キ ロ弱 で、Y氏 はアメ リカ大 陸の大 きさを
実感 した。
バ ンフか ら帰 って新 しい西独製のパ ッチ クラ ンプ装置
も手 に入 り、Y氏 はモル モ ッ ト盲腸紐平滑筋細胞 を使 っ
てのパ ッチ クラ ンプ実験を開始 した。 もっとも、実験装
置 はそ ろって もパ ッチ クラ ンプ法 に精通 した指導者がい
なかったため、また しても試行錯誤 の毎 日であ った。パ ッ
チ クラ ンプ法で使用す るパ ッチ電極 は微小電極 に比べて
先端が非常 に大 き く(マ イク ロメー トル単位)、電気 抵
抗が小 さい。 これを細胞膜 に接触 させて電極内を陰圧 に
す ると、ガ ラス と細胞膜が密着 して抵抗の高い、いわゆ
るギガ シールが で きる。 これがcell-attached状態で、
電極 の先端で囲まれた細胞膜 の極小部分をパ ッチと呼び、
そ こに含 まれ る限 られた数のイオ ンチ ャネルを流れ る ピ
コア ンペ ア単位の電流が記録で きる。 ここか らさ らに電
極内に陰圧をか けるとパ ッチが破れ、細胞内 と電極内が
導通す る。 この状態がwhole-cell状態 で、微小 電極法の
よ うに膜電位を観察 した り、人為的 に電流を流す ことで
膜電位を固定 して細胞全体 にあ るイオ ンチ ャネルを流れ
る電流 を観察 で きる。Y氏 は このwhole-cellでの実 験を
試み、 内向 き電流5)と外 向 き電流6)の性 質を調べ て論 文
に した。

















オ ン濃度が増加 し、それによってNOが 合成されて平滑


























細胞でな く多細胞標本となる)を作成 し、2種 類の細胞
の膜電位をパ ッチクランプ法で同時に観察 しなが ら

























































































7.看 護 学部 教授 時代
2003年4月、Y氏 は縁あって看護学部に教授 として異
動 し、そこで定年までの13年間を過ごした。看護学部で
の仕事の中心は教育で、Y氏 は解剖学 ・生理学 ・生化学
といった基礎医学を多田豊廣教授、後に薊隆文教授と分












間は限 られて しまったが、Y氏 は血管内皮細胞の研究を
継続 し、新たなギャップ結合阻害薬メフロキ ンを使った
内皮細胞の研究13)等を行 った。










































Y氏は退職後 も医学部同窓会の会長として、 しば らくは
名市大と関わり続けようと考えている。
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